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(57)【要約】
【課題】複数の植物容器用スタンドを平面方向に並べて
配列する際に、従来よりも狭い配列スペースで並べるこ
とができ、またスタンドの内部空間部を有効利用するこ
とができる植物容器用スタンドを提供する。
【解決手段】植物容器を支持する上部リング枠２と、下
部リング枠３とを連結杆４，４ａ，４ｂで連結した植物
容器用スタンド１において，下部リング枠３に切欠部３
を形成し、該下部リング枠３をＣ字状に形成する。切欠
部３は、隣接する植物容器用スタンドの下部リング枠の
一部が挿入できる大きさである。上部リング枠２に切欠
部を形成することもできる。連結杆４，４ａ，４ｂは、
上部リング枠２と下部リング枠３の空間部に植物容器等
を出し入れ可能な間隔部を有するように配設している。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　植物容器を支持する上部リング枠と、下部リング枠とを連結杆で連結した植物容器用ス
タンドにおいて、
　前記下部リング枠に切欠部を形成し、該下部リング枠をＣ字状に形成したことを特徴と
する植物容器用スタンド。
【請求項２】
　前記下部リング枠の切欠部は、隣接する植物容器用スタンドの下部リング枠の一部が挿
入できる大きさの切欠部であることを特徴とする請求項１に記載の植物容器用スタンド。
【請求項３】
　前記上部リング枠に切欠部を形成し、該上部リング枠をＣ字状に形成したことを特徴と
する請求項１又は２に記載の植物容器用スタンド。
【請求項４】
　前記上部リング枠の切欠部は、隣接する植物容器用スタンドの上部リング枠の一部が挿
入できる大きさの切欠部であることを特徴とする請求項３に記載の植物容器用スタンド。
【請求項５】
　前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠の空間部に植物容器を出し入れ可
能な間隔を有するように複数配設したことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の
植物容器用スタンド。
【請求項６】
　前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠との周方向に間隔をあけて３本配
設したことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の植物容器用スタンド。
【請求項７】
　前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠との周方向に、不均等な間隔で配
設したことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の植物容器用スタンド。
【請求項８】
　前記連結杆を、前記下部リング枠の切欠部の両端部と、該切欠部両端部を一辺とする正
三角形又は二等辺三角形の頂点部に配設したことを特徴とする請求項１～７のいずれかに
記載の植物容器用スタンド。
【請求項９】
　前記上部リング枠に植物容器の受皿を載置したことを特徴とする請求項１～８のいずれ
かに記載の植物容器用スタンド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、鉢、プランタ等の植物容器を載置するためのスタンドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　鉢、プランタ等を載置するためのスタンドは従来から種々知られている。たとえば特許
文献１には、リング状上部線材と、この上部線材よりも大径なリング状下部線材を４本の
連結線材で連結し、その連結線材の上端を上部線材の外周側に溶接するとともに、その下
端を下部線材の内周側に溶接したものが提案されている。このスタンドは、高さ方向に複
数積み重ねても高さ方向のスペースがそれほど必要といないという利点がある。
【０００３】
　しかしながら、このような従来のスタンドは、複数のスタンドを平面方向に並べようと
すると、隣り合うリング状下部線材が互いに干渉するため、広い配列スペースが必要にな
るという問題がある。また、４本の連結線材で等間隔に上部線材と下部線材を連結するこ
とにより強度保持を図っているため、連結線材同士の間隔が狭くなり、上部線材と下部線
材間の空間部を有効に利用できないという問題もある。
【０００４】
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【特許文献１】実用新案登録第３０２３７９７号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は、このような問題を解決するために工夫されたものであり、複数の植物容器用
スタンドを平面方向に並べて配列する際に、従来よりも狭いスペースで並べることができ
、またスタンドの内部空間部を有効利用することができる植物容器用スタンドを提供する
ことを目的とする。また本考案は、簡単な構成で安価に製造できる植物容器用スタンドを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本考案に係る植物容器用スタンドの請求項１の考案は、植
物容器を支持する上部リング枠と、下部リング枠とを連結杆で連結した植物容器用スタン
ドにおいて、
　前記下部リング枠に切欠部を形成し、該下部リング枠をＣ字状に形成したことを特徴と
する。
【０００７】
　植物容器とは、花、盆栽、観葉植物等を植え又は飾るためのプランタ、鉢、花瓶その他
の容器であり、さらにはこれらを載置ないし収容するための受皿、受台、カップ等も含ま
れる。植物容器の形状は特に限定されるものではなく、その植物容器の形状に対応させて
上部リング枠の形状を真円、楕円、多角形等のリング形状に形成することができる。上下
部リング枠は同径でもよいが、下部リング枠を上部リング枠の外径よりも大径にするとス
タンドの安定性が良くなる。
【０００８】
　下部リング枠の切欠部の間隔は、ここでは任意であり、一緒に並べるスタンド、植物容
器等の大きさや形状等に応じて選定される。また、ここでの連結杆による連結位置、本数
等は任意である。連結杆は、上下部リング枠と一体成形、溶接等の固定手段により連結さ
れる。なお、上下部リング枠と連結杆は、スチール、強化プラスチック等により作製され
る。
【０００９】
　このような植物容器用スタンドは、下部リング枠を下にして立脚させ、上部リング枠に
植物容器を支持することができる。また、たとえば高さの異なる同形スタンドを平面方向
に複数並べて配列する場合、隣接する一方の下部リング枠の一部を他方の下部リング枠の
切欠部に装入した状態で並べることができ、平面方向の配列スペースを狭くすることがで
きる。
【００１０】
　さらに、隣接するスタンドの切欠部の位置を適当な方向に向けることにより、スタンド
の設置場所に応じて、たとえばサークル状、蛇行状等のように多様な配列形態を採用する
ことができる。なお、同形スタンドを並べる場合に限らず、別の植木鉢、プランタ等を並
べて置くときも、その下端縁部を下部リング枠切欠部に装入することにより配列スペース
を狭くすることができる。
【００１１】
　また請求項２の考案は、前記下部リング枠の切欠部は、隣接する植物容器用スタンドの
下部リング枠の一部が挿入できる大きさの切欠部であることを特徴とする。
【００１２】
　ここで隣接する別の植物容器用スタンドは特に限定されるものではなく、隣接するスタ
ンドの下部リング枠は同径でも異径でもよい。下部リング枠の切欠部は、その間隔が大き
すぎるとスタンド全体の安定性が低下するため、隣接する植物容器用スタンドとの取り合
わせを考慮して適切な切欠部の間隔を選定する。このような考案によれば、高さの異なる
同形の複数の植物容器用スタンドの下部リング枠を、部分的に切欠部に装入させるような
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状態で平面方向に並べて配列することができ、統一性のあるディスプレイを実現できる。
【００１３】
　また請求項３の考案は、前記上部リング枠に切欠部を形成し、該上部リング枠をＣ字状
に形成したことを特徴とする。
【００１４】
　このようにすれば、たとえば隣接する同形のスタンドの上部リング枠の一部を他方の上
部リング枠の切欠部に装入することができるため、同じ高さのスタンドを平面方向に並べ
て配列する際の省スペース化を図ることができる。
【００１５】
　また請求項４の考案は、前記上部リング枠の切欠部は、隣接する植物容器用スタンドの
上部リング枠の一部が挿入できる大きさの切欠部であることを特徴とする。
【００１６】
　隣接する別の植物容器用スタンドは特に限定されるものではなく、隣接するスタンドの
上部リング枠は同径でも異径でもよい。上部リング枠の切欠部は、その間隔が大きすぎる
と植物容器を安定して支持できなくなるため、隣接する植物容器用スタンドとの取り合わ
せを考慮して適切な切欠部の間隔を選定する。このような考案によれば、同じ高さの同形
の複数の植物容器用スタンドの上下部リング枠を、部分的に切欠部に装入させるような状
態で平面方向に並べて配列することができる。
【００１７】
　また請求項５の考案は、前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠の空間部
に植物容器を出し入れ可能な間隔を有するように複数配設したことを特徴とする。
【００１８】
　このようにすると、上部リング枠と下部リング枠の空間部に別の植物容器等を置くこと
ができ、その空間部を有効利用することができる。
【００１９】
　また請求項６の考案は、前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠との周方
向に間隔をあけて３本配設したことを特徴とする。
【００２０】
　このようにすると、上部リング枠と下部リング枠を最小本数で連結することにより、ス
タンド全体の強度を保持することができ、しかも連結杆同士の間隔を広くとることができ
るため、上部リング枠と下部リング枠の空間部へ、別の植物容器等の出し入れを容易に行
うこともできる。
【００２１】
　また請求項７の考案は、前記連結杆を、前記上部リング枠と前記下部リング枠との周方
向に、不均等な間隔で配設したことを特徴とする。
【００２２】
　このようにすると、下部リング枠及び／又は上部リング枠に、適切な間隔の切欠部を形
成することができ、しかも、連結杆の間隔が広い部分から上部リング枠と下部リング枠の
空間部へ、別の植物容器等の出し入れを容易に行うことができる。
【００２３】
　また請求項８の考案は、前記連結杆を、前記下部リング枠の切欠部の両端部と、該切欠
部両端部を一辺とする正三角形又は二等辺三角形の頂点部に配設したことを特徴とする。
【００２４】
　このようにすると、スタンド全体が安定する位置に連結杆を配設することができ、しか
も下部リング枠切欠部を適切な間隔とし、上部リング枠と下部リング枠の空間部へ、別の
植物容器等の出し入れするための連結杆の間隔を確保することもできる。
【００２５】
　また請求項９の考案は、前記上部リング枠に植物容器の受皿を載置したことを特徴とす
る。
【００２６】
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　このようにすると、受皿に植木鉢等の植物容器を載せることができ、その植物容器に含
まれる水が受皿に溜るため、床面等に落下することはない。
【考案の効果】
【００２７】
　本考案の植物容器用スタンドによれば、スタンドを平面方向に複数並べて配列する際に
、従来よりも狭いスペースで並べることができ、またスタンドの内部空間部を有効利用す
ることができる。さらに本考案によれば、構成が簡単で安価に製造できる等の効果が得ら
れる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本考案の実施形態を添付図面に従って説明する。図１は本考案をボールプランタ
用のスタンドに適用した場合の全体斜視図、図２の（ａ）はその平面図、（ｂ）は側面図
を示している。
【００２９】
　スタンド１は、上部リング枠２と、下部リング枠３と、これらを連結する連結杆４，４
ａ，４ｂからなっている。下部リング枠３は、上部リング枠２よりも大径であり、その一
部に切欠部３ａが形成され、全体がＣ字状となっている。上部リング枠２は、プランタ等
を載置できる内径を有しており、下部リング枠３は上部リング枠２に載置したプランタを
安定して支持できる大きさとする。
【００３０】
　連結杆４，４ａ，４ｂは、ここでは上部リング枠２と下部リング枠３の周方向に間隔を
あけて３本配設されている。具体的には、図２（ａ）に示すように、下部リング切欠部３
ａの両端部に固定された連結杆４ａ，４ｂと、この切欠部３ａの両端部を結ぶ線を一辺と
する仮想の二等辺三角形６の頂点部に固定された連結杆４からなっている。
【００３１】
　このように配設された連結杆は、連結杆４ー４ａ及び４ー４ｂの間隔が連結杆４ａー４
ｂの間隔よりも大きくなっており、不均等な間隔で配設されている。
【００３２】
　また、図１に示すように、連結杆４，４ａ，４ｂの上端は、上部リング枠２の外周面側
に固定され、その下端は下部リング枠３の内周面側に固定されており、これにより同形の
スタンド１を複数積み重ねる場合、高さ方向の省スペース化が図られる（上記特許文献１
を参照）。なお、スタンド１はここではスチール線材で製作されており、上下部リング枠
２，３と連結杆４，４ａ，４ｂは溶接により固定されている。
【００３３】
　図３及び図４に示すスタンド１０は、連結杆４，４ａ，４ｂの長さを図１より短くし、
上述のスタンド１よりも高さを低くしたものであり、その他の構成は図１と同じである。
【００３４】
　つぎに、本考案の植物容器用スタンドの使用例を説明する。まず、スタンド１，１０を
別々で使用する場合は、植物の種類、配列場所等に応じた最適な高さのスタンドを選択し
、各上部リング枠２に植物を植えたボールプランタ等（図示せず）を載置し、室内、庭等
に配置することができる。
【００３５】
　また、両方のスタンド１，１０並べて配列するときは、図５に示すように、高さの高い
スタンド１の下部リング枠３の切欠部３ａに、高さの低いスタンド１０の下部リング枠３
の一部（切欠部３ａが形成されていない部分）を装入した状態で配列する。スタンド１０
の切欠部３ａにも同じようにして別のスタンド（図示せず）を配列することができる。こ
の場合、スタンド１０をわずかに回して切欠部３ａの向きを変えることにより、直線的な
配列のみならず、全体がサークル状、蛇行状等になるような配列とすることもできる。
【００３６】
　このように、スタンド１０の下部リング枠３が、スタンド１の下部リング枠３の内方に
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装入した分、両スタンド１，１０を近づけて並べることができ、複数のスタンドを平面方
向に並べて配列するときの省スペース化を図ることができる。また高さの異なるスタンド
１，１０を段状に並べることができるため、植物容器を載置したときの見栄えも良くなる
。
【００３７】
　また、スタンド１，１０は、連結杆４－４ａと４－４ｂの間隔が広いため、下部リング
枠３と上部リング枠２の空間部に、別のプランタ、鉢等を容易に出し入れすることができ
る。
【００３８】
　なお、未使用のスタンド１，１０は高さ方向に重ねて保管することができるが、各スタ
ンド１，１０の連結杆４，４ａ，４ｂの上端を上部リング枠２の外周面側に固定し、その
下端を下部リング枠３の内周面側に固定しているため、特に同じ高さのスタンド同士を積
み重ねる際に、高さ方向のスペースをさほど必要としなくなる。
【００３９】
　上述の実施形態ではスタンド１，１０の上部リング枠２にプランタ等を直接載置する場
合を例にとって説明したが、図６に示すように、上部リング枠２に受皿５を載置し、この
受皿５にプランタ、鉢等を載置することもできる。このようにすれば、吸水時にプランタ
、鉢等に含まれる水が受皿５に溜まるため、床面等を汚すことはない。また、上部リング
枠２よりも外径が小さなプランタ、鉢等を受皿５に載置して飾ることもできる。
【００４０】
　図７及び図８は、本考案の別の実施形態であり、図７は高さの高いスタンド２０、図８
は高さの低いスタンド２１を示している。これらスタンド２０，２１は、下部リング枠３
の切欠部３ａに対応させて上部リング枠２にも切欠部２ａが形成されている部分が相違す
るだけで、その他の構成は上記図１ないし図６で示した実施態様とである。
【００４１】
　このような実施形態のスタンド２０，２１は、別々に使用することもできるが、同じ高
さのスタンド２０又は２１を並べて配列するときに便利である。即ち、上部リング枠２に
も切欠部２ａが形成されているため、スタンド２０又は２１の下部リング枠切欠部３ａと
上部リング枠切欠部２ａに、隣り合うスタンドの下部リング枠３と上部リング枠２の一部
を装入させた状態で配列することができる。このため同高のスタンド２０又は２１を平面
方向に並べて配列するときの省スペース化を図ることができる。
【００４２】
　高さの異なるスタンド２０，２１の組み合わせ、又は上記スタンド１，１０との組み合
わせも自在である。さらに、これらスタンド２０，２１の上部リング枠２，２に、図６に
示すような受皿５を載置し、この受皿５にプランタ、鉢等を載置してもよいことは言うま
でもない。
【００４３】
　上述の実施態様は本考案の一例を示したものであり、プランタの形状は図示したものに
限定されることはなく、五角形、六角形、八角形等の多角形のリンク形状であってもよい
。また、上下リング部２，３の切欠部２ａ，３ａの間隔は、スタンドの強度、安定性等を
考慮して変更することができ、これに応じて連結杆４，４ａ，４ｂによる連結位置、連結
数等を変更することができる。さらに、ここでは材料としてスチール線材を使用している
が、さらに補強用の線材を設けたり、帯状のスチール材等を使用することもできる。その
他、本考案の趣旨にしたがって上記各実施態様を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本考案の植物容器用スタンドの実施態様を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は図１に示す植物容器用スタンドの平面図、（ｂ）は正面図である。
【図３】図１より高さの低い植物容器用スタンドの実施態様を示す斜視図である。
【図４】（ａ）は図３に示す植物容器用スタンドの平面図、（ｂ）は正面図である。
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【図５】本考案の植物容器用スタンドを並べて配列した実施態様を示す斜視図である。
【図６】上部リング枠に受皿を載置した状態の実施態様を示す斜視図である。
【図７】本考案の植物容器用スタンドの別の実施態様を示す斜視図である。
【図８】図７より高さの低い植物容器用スタンドの実施態様を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１，１０，２０，２１はスタンド
　２は上部リング枠
　２ａは上部リング枠切欠部
　３は下部リング枠
　３ａは下部リング枠切欠部
　４，４ａ，４ｂは連結杆
　５は受皿
　６は仮想三角形

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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